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盛
岡
聖
公
会
牧
師
館
と
仁
王
幼

稚
園
園
舎
は
百
数
年
の
歴
史
を
共

に
し 、

建
物
は
途
中
で
建
て
直
さ

れ
ま
し
た
が 、

震
災
を
経
て
改
築

が
急
が
れ
て
い
ま
し
た 。

牧
師
館

は
こ
れ
ま
で
通
り
園
舎
の
2
階
に

設
計
し
ま
し
た 。

2
0
1
9
年
6
月
に
は
仮
牧
師

館 、

仮
園
舎
に
引
越
し 、

7
月
か

ら
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
と
解
体
工
事 、

10
月
に
は
吉
田
雅
人
主
教
に
よ
り

起
工
式
が
捧
げ
ら
れ 、

予
定
通
り

2
月
末
に
完
成
し
て
引
渡
さ
れ
ま

し
た 。

そ
の
頃
か
ら
新
塑
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
た
た

め 、

教
区
・

各
教
会
と
幼
稚
園
関

係
の
皆
様
を
お
招
き
す
る
落
成

式
・

祝
賀
会
の
目
途
は
立
っ
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た 。

3
月
に
は
新

園
舎
で
卒
園
児
と
ご
家
族 、

教
職

員
の
み
で
卒
園
式 、

4
月
に
は
同

様
に
入
学
式
を
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た 。

8
月
2
日
の
吉
田

主
教
巡
回
日
に
は
岩
手
県
で
も
患

者
発
生
が
あ
り 、

主
日
礼
拝
後
に

牧
師
館
と
園
舎
の
落
成
式（
祝
福

の
お
祈
り）
を
礼
拝
奉
仕
者 、

教

会
委
員 、

学
校
法
人
理
事 、

監
事 、

教
職
員
に
限
定
し
て
捧
げ
ら
れ
ま

し
た 。

一
、

牧
師
館

教
会
委
員
会
で
4
人
家
族
を
想

定
し
て
設
計
し 、

玄
関 、

事
務
室 、

3
L
D
K 、

バ
ス 、

ト
イ
レ 、

バ

ル
コ
ニ
ー

が
あ
り
ま
す 。

二 、

仁
王
幼
稚
園

キ
リ
ス
ト

教
に
基
づ
く
幼
児
教

育
の
充
実
と
経
営
の
安
定
を
図
り

学
校
法
人
聖
公
会
盛
岡
こ
ひ
つ
じ

学
園
仁
王
幼
稚
園
が
設
立
さ
れ
ま

し
た 。

子
ど
も
・

子
育
て
新
支
援

制
度
の
「
施
設
給
付
を
受
け
る
幼

稚
園」

と
し
て
園
舎
が
設
計
さ
れ

ま
し
た 。

当
園
が
準
防
火
地
域
に

あ
っ
て
基

本
設
計
が

一

部
変
更

さ
れ 、

実

施
設
計
に

よ
り
建
築

会
社
が
指

名
競
争
入

札
さ
れ
ま

し
た 。

1

階
に
は
玄
関 、

廊
下 、

3
保
育
室

に
預
か
り
保
育
室
が
ホ
ー

ル
に
隣

接
し
て
設
置
さ
れ 、

職
員
室 、

厨

房 、

幼
児
用
・

成
人
用
・

障
が
い

者
用
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す 。

2
階

に
は
会
議
室 、

備
品
倉
庫 、

バ
ル

コ
ニ
ー

が
あ
り
ま
す 。

園
庭
の
遊

具
を
見
直
し 、

楽
し
く
安
全
な
ス

ペ
ー

ス
を
目
指
し
て
お
り
ま
す 。

全
館
の
冷
暖
房
は
G
H
P
（
ガ
ス

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ）
で 、

発
電
装
置

が
付
い
て
い
て 、

厨
房
と
共
に
災

害
時
の
停
電
に
対
応
し
て
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
お
り
ま

す 。三 、

そ
の
他

隣
地
と
の
境
界
が
確
認
さ
れ 、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
て

新
た
な
塀
を
設
置
し 、

門
扉
の
イ

ン
タ
ー
フ
ォ
ン
で
訪
問
者
を
確
認

し
て
開
錠
し
ま
す 。

礼
拝
堂
の
玄

関
に
車
椅
子
も
通
れ
る
ス
ロ
ー
プ 、

駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
し
た 。

コ
ロ
ナ
感
染
終
息
後 、

皆
様
に

牧
師
館
・

園
舎
の
落
成
感
謝
礼
拝

並
び
に
祝
賀
会
に
ご
案
内
で
き
る

日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す 。

建
築
事
業
へ
の
募
金（
寄
附
金）
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
後
と

も 、

ご
支
援 、

ご
指
導
の
程 、

宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す 。

定
期
的
活
動
で
あ
る
名
取
買
い

物
バ
ス
支
援
と
水
曜
喫
茶
は 、

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
徹
底
を
心
が
け 、

時
間
短
縮
し

て
6
月
か
ら
再
開
し
参
加
者
の
期

待
に
応
え
て
い
ま
す 。

再
開
を
見

合
わ
せ
て
い
た
広
畑
お
茶
会
を 、

よ
う
や
く
10
月
23
日
か
ら
行
う
こ

と
を
ご
相
談
の
上
決
定
し 、

そ
の

日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す 。

東
日
本
大
震
災
か
ら
9
年
6
ヵ

月
が
経
ち
ま
し
た 。

世
界
中
で
自

然
災
害
が
相
次
い
で 、

こ
の
前
の

大
地
震 、

大
洪
水 、

大
規
模
火
災 、

東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電

所
の
爆
発
事
故
と
放
射
能
汚
染 、

避
難
と
苦
悩
の
現
実
を
押
し
潰
し

て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す 。

そ
ん
な
中 、

青
森
県
で
は 、

日
本

原
燃
・

使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理

工
場（
六
ヶ
所
村）
と
リ
サ
イ
ク
ル

燃
料
貯
蔵(
R
F
S)
・

使
用
済
み

核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設（
む
つ
市）

に
原
子
力
規
制
庁
か
ら
安
全
審
査

合
格
が
立
て
続
け
に
出
さ
れ 、

宮

城
県
で
は
東
北
電
力
女
川
原
発
2

号
機
再
稼
働
に
向
け
て
行
政
手
続

き
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
遺
憾
に

思
い
ま
す 。
（
司
祭

長
谷
川
清
純）

圃
主
教
諮
問
事
項

継
続
審
議
の
2
0
2
0
年
10
月

1
日
付
人
事
異
動
最
終
案
に
つ
い

て
諮
問 。

本
常
置
委
員
会
は
こ
れ

に
つ
い
て
答
申 ゜

圃
常
置
委
員
長
報
告

第
1
0
3
（
定
期）
教
区
会
書
記

会(
9
/
1)
に
出
席 、

常
置
委
員

会
で
検
討
し
た
コ
ロ
ナ
渦
の
中
で

の
教
区
会
実
施
に
つ
い
て
説
明 。

圃
主
事
会
議
関
連
報
告

各
主
事
か
ら
の
報
告 。

ま
た
2
0
2
0
年
7
月
16
日
1

2
0
2
0
年
9
月
1
日
ま
で
の
主

な
会
計
処
理
事
項
に
つ
い
て
報
告 。

圃
協
議
事
項

(
1)

第
1
0
3
（
定
期）
教
区
会

に
つ
い
て

公
示
日 、

日
程 、

会
場 、

諸
委

員
及
び
報
告
者 、

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

等
に
つ
い
て
確
認 。

(
2)

2
0
1
9
年
度
教
区
収
支

決
算
に
つ
い
て

昨
年
度
の
収
支
状
況
に
つ
い
て 、

概
ね
良
好
に
推
移
し
た
と
の
説
明

を
受
け 、

こ
れ
を
承
認 。






